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研究成果の概要（和文）：本研究においては、大動脈解離におけるTEVAR治療後の偽腔血栓化・退縮達成率を予
測し、適切な術式決定を効率的に行えるシステムを開発することを目標とした。 そのプロセスとして、大動脈
解離に対するTEVARを施行した症例を対象として臨床的に有用性が高いと判断された術前・手術および 術後因子
を決定した。また基盤となるデータベースのプラットフォームとして大動脈解離症例の情報収集に特化した項
目・入力システムを有するものを作成した。また、大動脈解離の偽腔病態を解析する上では大動脈弾性率に着目
し、心電図同期CTを用いた大動脈弾性率解析および人工血管置換術施行時に採取された組織検体による弾性率計
測を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, AI based program which predicts the thrombosis/shrinkage 
of the false lumen in late phase after primary entry closure by TEVAR in aortic dissection was 
developed. Preoperative, operative and postoperative parameters which related to the fate of false 
lumen was determined by traditional statistically method, and comprehensive aortic dissection 
database was build.
Elastic modulus was involved in the AI program as a key factor for prediction of false lumen status.
 A program to calculate the elastic modulus of the ascending aorta using ECG-gated CT scan in vivo 
was developed, and it was validated ex-vivo by examining the aortic samples with tensile test. 
Histological examination was also performed.

研究分野： 大動脈解離

キーワード： 大動脈解離　AI　大動脈弾性率
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により大動脈解離に対するTEVARの遠隔期有効性（＝偽腔退縮性）を予見するプログラムを構築する基盤
が構築されたと考えられる。大動脈解離に対する治療はリスクが高くかつ高額であることから、治療前に遠隔期
有効性を予見することで治療成績の向上および医療費削減に大きく貢献することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
大動脈解離に対する外科治療として、従来の人工血管置換術に替わる血管内治療であるス

テントグラフトによるエントリー閉鎖術(Thoracic endovascular aortic repair; TEVAR)

が臨床導入され、外科治療との比較で術後死亡率および術後合併症発生率が有意に低いこ

とから第一選択治療となりつつある。しかしながら、TEVAR の遠隔期有効治療率（偽腔血栓

化・偽腔退縮達成率）は 50-80%に止まっており、その原因として術後の残存偽腔血流が負

の影響を与えることが知られている。残存偽腔血流を規定するとされる因子は患者要因（全

身状態ならびに解剖学的要因）・デバイス・ステントグラフト留置範囲など多岐に渡り、未

だ一定の見解はなく症例に応じた術式選択は術者の経験に大きく依存している。さらに、偽

腔残存血流が認められた場合の有効な低侵襲追加治療法は確立されておらず、大動脈解離

に対する TEVAR 治療体系における大きな限界点となっている。 
 
２． 研究の目的 

 
当研究では、大動脈解離における TEVAR 治療後の偽腔血栓化・退縮達成率を予測し、適切な

術式決定を効率的に行える AIシステムを開発することを目的とした。 

 

３． 研究の方法 

 

１）大規模データベースを用いた偽腔縮小因子の検出 

２）大動脈弾性率の生体内計測プログラムの開発および組織学的検証 

３）AI アルゴリズムによる TEVAR 術後偽腔拡大予測モデルの構築 

 

４．研究成果 

１）大規模データベースを用いた偽腔縮小因子の検出 

大規模データベースを用いた偽腔縮小因子の検出について、当院にて過去に施行した大動

脈解離に対する TEVAR 後の遠隔期追跡調査を行い検討した。2010 年から 2021 年に施行した

Stanford B 型大動脈解離に対する TEVAR 162 例中を対象とし、慢性解離における TEVAR 後

の偽腔縮小因子を探索した。慢性解離における偽腔退縮率は 51%であり、単変量解析では年

齢（60 才以下）、解離発症後２年以内の TEVAR、末梢 landing 部位での大動脈口径（23mm 以

下）が遠隔期偽腔縮小因子として特定され、多変量解析では発症からの期間が有意な因子と

して検出された。これらの成果は Aortic Symposium 2022 にて発表され、現在論文化してい

る。 

 

２）大動脈弾性率の生体内計測プログラムの開発および組織学的検証 

偽腔の動態解明に向けて、撮像した 4D-MRI データを元に FSI(Fluid Structure 

Interaction；流体構造連成解析)による解析を施行した。その際に、解離血管構造の特性因

子として血管弾性率を規定することが不可欠と考えられたため、大動脈弾性率を生体内で

測定するアルゴリズムを作成することとした。当教室で先行して研究していたシリコンモ

デルを用いた心電図同期 CT による弾性率計測アルゴリズムを基に、胸部大動脈瘤症例にお



ける上行大動脈弾性率を術前心電図同期 CTにて算出し、術中採取した上行大動脈組織の牽

引試験にて検証した。37例の胸部大動脈症例において検証した結果、心電図同期 CTによる

弾性率は牽引試験と非常に良好な相関関係(Y=0.7545+0.8943X, R=0.9007)があることが示

された。これらの結果は European Association of Cardiothoracic Surgery (EACTS) 2022

にて発表すべく演題登録に至り、また論文を作成している。 

 

３）AI アルゴリズムによる TEVAR 術後偽腔拡大予測モデルの構築 

前述のデータベースから同定された偽腔縮小因子に加え、大動脈弾性率をパラメータに含

めてデータを学習用データ(80%)と検証用データ(20%)に分け、学習用データを用いて深層

学習トレーニングを行う予定である。大動脈弾性率の計測に時間を要しているため本解析

には至っていないが、今後施行する予定となっている。 
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